
習志野市経営戦略（第１次）進捗管理（令和５年度分）

ガス事業経営戦略（令和5年4月～令和6年3月）

A評価 B評価 C評価 D評価 E評価 計

取組方針①安定供給の確保 6 6 0 0 0 0 6

取組方針②持続可能な健全経営 7 5 2 0 0 0 7

取組方針③災害に強いライフラインの構築 4 1 3 0 0 0 4

取組方針④お客様サービスの向上 4 4 0 0 0 0 4

将来に向けた検討事項 2 2 0 0 0 0 2

計 23 18 5 0 0 0 23

水道事業経営戦略（令和5年4月～令和6年3月）

A評価 B評価 C評価 D評価 E評価 計

取組方針①安定供給の確保 9 9 0 0 0 0 9

取組方針②持続可能な健全経営 5 5 0 0 0 0 5

取組方針③災害に強いライフラインの構築 4 2 2 0 0 0 4

取組方針④お客様サービスの向上 3 3 0 0 0 0 3

将来に向けた検討事項 4 4 0 0 0 0 4

計 25 23 2 0 0 0 25

下水道事業経営戦略（令和5年4月～令和6年3月）

A評価 B評価 C評価 D評価 E評価 計

取組方針①下水道整備の推進 3 1 2 0 0 0 3

取組方針②持続可能な健全経営 10 6 3 0 0 1 10

取組方針③下水道施設の機能維持 4 2 1 1 0 0 4

取組方針④お客様サービスの向上 4 4 0 0 0 0 4

将来に向けた検討事項 3 3 0 0 0 0 3

計 24 16 6 1 0 1 24

類型Ⅰ：実績数値により進捗状況を評価する項目

類型Ⅱ：施策進捗状況により進捗状況を評価する項目

Ａ：達成率１００％以上　Ｂ：達成率７５％～９９％　Ｃ：達成率５０％～７４％　Ｄ：達成率２５％～４９％　Ｅ：達成率２４％以下

A評価：計画どおり進捗している　B評価：概ね進捗している　C評価：着手段階　D評価：検討段階　E評価：未着手

評価方法

総　　　　　括

　評価の結果はA評価が６７%、B評価が2５%、C評価が4%、E評価が4%であり、92％の施策が概ね進捗している結果となりました。
　C評価の主な理由は、SPR工法による耐震補強工事を予定していた東習志野汚水幹線（下流部）について、直近の流量データを確認したところ、工事可能な流速を
超えていたため、年度内の工事は見送ることにしたためです。
　E評価の主な理由は、研修対象者がいなかったことから研修を開催しなかったためです。
　今後も計画的な事業運営ができるよう進捗管理するとともに、各施策における課題解決に努めます。
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　評価の結果はA評価が78%、B評価が22%であり、すべての施策が概ね進捗している結果となりました。

総　　　　　括

総　　　　　括

　評価の結果はA評価が92%、B評価が８%であり、すべての施策が概ね進捗している結果となりました。
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ガス事業経営戦略（令和5年4月～令和6年3月）
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水道事業経営戦略（令和5年4月～令和6年3月）
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下水道事業経営戦略（令和５年4月～令和６年3月）


